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10 時 0 分から 14 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
「心を整え、未来を拓く」
・子どもたちが心の安定を得て、自分自身をコントロールできるようになることを目指していく
・子どもの発達に困っている保護者の方と子どもたちを導いていく

事業所名 児童発達支援　Moluccella Compass 作成日支援プログラム（児童発達支援）

・感情の起因やその結果を考える力を養っていく
・ゲームや課題を通じて、子どもたちが自ら考え、感情に対して反応する能力を育てていく
・時間の概念を理解するために一日のスケジュールを視覚的に提示する

・感情を適切に言葉で伝える能力を強化していく
・言葉を使った感情表現や、感情に関する会話の練習を行なう
・絵カードを使って自分の気持ちを伝えたり、ソーシャルストーリーを使ってコミュニケーションの場面を練習していく

・他者との関わりの中で感情を表現する練習を行なう
・グループ活動やロールプレイを通じ、共感や協力の重要性を理解させる
・ルールのあるゲームを通して、ルールを守ることの大切さを学ぶ機会を作っていく

支援方針

＜感情の理解と表現＞子どもたちが自分の感情を理解し、それを適切に表現できるようにサポートしていく
＜コーピングスキルの習得＞ストレスや不安を感じた際に、自分で感情を落ち着かせる方法を学ぶことができるプログラムを提供していく
＜保護者との連携＞家庭での取り組み方や対応方法について、保護者向けの個別相談を通じて情報共有し、一緒に取り組む体制を構築していく

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節や社会イベントなどに合わせた文化に触れられるような行事を年数回程度実施する
・保護者会にてペアレントトレーニングやピアサポートを実施

（別添資料１）

家族支援

・個別療育でのペアトレーニング
・家族からの相談や悩みに対しての助言
・家族の休息、リフレッシュ

移行支援

・学校などへの情報共有
・移行支援会議やカンファレンスへの参加

地域支援・地域連携

・地域の会や子どもの育ち支援センター（いくしあ）など関係機関との連携を
行う 職員の質の向上

・年間研修計画に基づき、職員へ研修を行うほか、外部研修の参加や他機
関への見学などを行う

支　援　内　容

・各家庭と連携しつつ、視覚的なスケジュールを活用したり、一つ一つの手順を丁寧に教えたりしながら規則正しい生活リズムを整える
・定期的な健康状態の把握を行い、一人ひとりを丁寧に観察していく

・体操やダンス、ボール遊び等の運動療育や、視覚や聴覚、触覚を刺激するゲームやクイズなどを行なっていく
・トランポリンや、周辺公園での滑り台などの遊具を活用したり、砂や水、粘土などの素材を使った感覚遊びを取り入れていく
・感覚過敏な子どもには、落ち着ける環境などの調整もしていく。
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